
下
こ
の
凄
に
お
い
て
問
己
。
〉
に
お
い
て
当
該
内
冨
法
人
を
分
割
法
人
と
す
る
分
割
型
分
割
(
第
五
十
七
条
第
九
項
第
二
守

イ
及
び
ハ

ヤ〈

色
申
告
謙
一
酬
を
提
出
し
た
事
業
年
度
の
欠
擬
金
の
繰
越
し
〉
に
掲
ぜ
る
も
の
を
除
く
。
〉
を
行
っ
た
場
合
の
当

J
N

該
謹
結
親
法
人
事
業
年
車
開
始
の
自
の
一
属
す
る
事
機
年
度
〈
当
該
内
盟
法
人
が
鵠
凶
条
の
三
第
九
項
第
ニ
号
又
は
第
十
一
頃

第
一
一
号
(
連
結
納
税
の
承
認
の
申
請
)
に
細
部
げ
る
法
人
で
あ
る
場
合
に
は
、
と
れ
ら
の
号
に
規
定
す
る
事
業
年
度
)
紛
の
各

事
業
年
牒
及
び
連
結
子
法
人
で
あ
る
当
該
内
国
法
人
が
第
五
十
七
条
第
九
項
第
一
一
号
に
規
定
す
る
最
初
連
結
親
法
人
事
業
年

肢
に
お
い
て
当
該
内
臨
法
人
そ
被
合
併
法
人
と
す
る
合
併
〈
当
核
内
国
法
人
と
の
開
に
漣
鶴
克
全
支
配
縄
係
が
あ
る
倒
の
連

絡
法
人
が
合
併
法
人
と
な
る
も
の
に
細
川
る
も
の
と
し
、
第
五
十
七
条
第
九
項
第
二
号
イ
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
)
を
持
つ

た
場
合
の
当
該
国
取
揺
遮
結
親
法
人
事
業
年
室
開
始
の
訪
の
麗
す
る
事
業
年
麗
前
の
各
事
業
年
濃
い
を
「
欠
損
事
業
年
度
が
次

の
各
号
に
掲
げ
る
事
業
年
麗
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
当
鱗
各
号
に
定
め
る
事
業
年
度
」
に
改
め
、
簡
明
に
次

え
る
。

mw
各
号
を
加

連
結
事
業
年
鹿
後
の
事
灘
年
度

当
該
漉
結
事
業
年
度
舗
の
各
事
業
年
護

内
閣
法
人
(
連
結
子
法
人
に
罷
る
。
)

の
第
五
十
七
条
第
八
項
第
一
号
(
青
色
申
告
書
を
提
出
し
た
事
業
年
獲
の
欠

損
金
の
繰
越
じ
〉
に
規
定
す
る
織
拐
連
結
期
間
爪
以
京
と
の
号
に
お
い
て

「
議
初
連
結
嬬
間
」
と
い
う
。
…
)
内
に
当
該 

f 


O 




0) 


01 

内
国
法
人
を
被
合
併
法
人
と
す
る
合
併
(
当
該
内
冨
法
人
と
の
題
に
連
結
完
全
支
配
関
係
が
あ
る
値
の
連
結
法
λ
を
合

併
法
人
と
す
る
ち
の
に
眠
る
。
)
が
行
わ
れ
た
場
合
〈
当
該
会
併
の
口
が
当
該
最
初
連
絡
期
間
同
の
開
始
の
日
で
あ
る
場

A

討
を
除
く
。
〉
又
は
当
該
内
閣
法
人
の
議
鵠
瀧
結
期
間
内
に
当
該
山
内
鍛
法
人
の
残
余
財
設
が
確
定
し
た
場
合
〈
当
数
残

余
財
産
の
確
定
の
設
が
当
該
最
初
連
結
期
間
の
絡
了
の
日
で
あ
る
場
合
を
除
く
。
)

の
当
該
合
併
の
日
の
前
日
又
は
当

該
残
余
財
産
の
確
定
の
呂
の
属
す
る
事
業
年
震

当
該
事
業
年
度
話
の
各
事
業
年
度

第
八
十
条
第
四
項
中
「
及
び
第
流
十
七
条
第
三
項
に
規
定
す
る
合
併
麟
桜
議
格
分
割
型
分
制
後
の
解
散
」
及
ぴ
ぷ
荘
札
業

F

生
法
又
は
金
融
機
関
等
の
資
生
手
続
の
特
例
等
に
賂
ず
る
法
律
の
関
定
に
よ
る
」
そ
削
り
、

「
加
問
条
」
を
「
第
五
十
七
条
」

は
改
め
る
。

第
八
十
一
条
の
三
第
一
寝
中
「
益
金
不
算
入
)
」
の
?
に
「
及
び
第
二
十
六
条
第
一
一
一
項
(
還
ハ
付
金
等
の
誰
金
不
算
入
〉
」


を、

「
損
金
不
算
入
〉
い
の
下
に
叶
、
第
四
十
条
〈
法
人
税
鍛
か
ら
控
除
す
る
所
得
税
額
の
繍
金
不
算
入
〉
、
第
間
十
一
条


〈
法
人
税
額
か
ら
撚
鈴
ず
る
外
関
税
額
の
損
金
不
算
λ
〉
及
び
第
五
十
七
条
か
ら
第
一
九
十
八
条
ま
で
〈
青
品
市
中
告
書
を
揮
出


し
た
事
業
年
度
の
欠
指
金
の
議
越
し
等
)
」
を
加
え
る
。

第
八
十
一
条
の
四
第
一
寝
中
「
受
け
る
」
を
陪
り
、

「
の
う
ち
、
連
結
法
人
株
式
等
」
を
「
を
受
狩
る
と
き
は
、

そ
の
魁 

C 
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当
柑
一
寸
の
鱗
〈
完
全
子
法
人
株
式
等
」
に
、

「
協
定
礎
い
そ
「
錦
部
調
」
に
、

「
の
務
分
の
五
十
に
相
当
す
る
金
額
、
漉
給
法

人
株
式
等
に
係
る
配
当
等
の
額
並
び
に
関
係
法
人
株
式
等
に
係
る
配
当
等
の
額
」
を
吋
に
あ
っ
て
は
、
当
該
艶
当
等
の
額
の

百
分
の
五
十
に
相
当
す
る
金
額
)
」
に
改
め
、

同
条
第
八
寝
中
「
第
五
項
」
を
「
第
六
項
」
に
改
め
、
田
内
項
を
同
条
第
九
項

と
し
、
部
門
条
第
七
市
慣
を
開
条
第
八
鳴
と
し
、
問
条
第
六
鳴
を
同
条
第
七
項
と
し
、
開
条
第
瓦
覇
市
甲
「
第
三
項
」
を
「
第
四

噴
い
に
、

「
連
結
法
人
株
式
等
」
を
ぷ
恋
心
子
法
人
株
式
等
い
に
改
め
、
部
門
鴇
ゆ
公
開
条
第
六
慣
例
と
し
、
間
関
条
第
四
嶋
中
「
逮

結
法
人
株
式
等
と
は
、
連
結
法
人
」
を
「
完
全
子
法
人
株
式
等
と
は
、
思
当
等
の
額
の
計
算
期
簡
を
通
じ
て
連
結
法
人
と
の

問
に
完
全
支
配
関
係
が
あ
っ
た
倍
の
向
田
法
人
(
公
益
法
人
等
及
、
び
人
格
の
な
い
社
団
等
を
除
く
。
)
」
に
、

「
の
う
ち
」

を
「
と
し
て
い
に
改
め
、
間
情
慌
を
間
関
条
第
五
噛
と
し
、
倒
的
条
第
…
…
一
寝
中
「
連
締
法
人
株
式
等
及
、
り
関
係
法
人
株
式
等
の
い
ず

れ
に
も
該
当
し
な
い
株
式
等
に
係
る
配
当
等
の
額
又
誌
関
係
法
人
株
式
等
に
係
る
担
当
等
の
搬
に
つ
品
川
ど
を
削
り
、

「
ぞ
れ

ぞ
れ
次
に
揚
げ
る
金
額
」
を
「
次
に
掲
げ
る
金
額
の
合
計
額
」
に
改
め
、

詞
寝
第
二
号
を
削
り
、

爵
項
第
一
号
中
「
連
結
法

人
株
式
等
」
を
「
完
全
子
法
人
株
式
等
」
に
改
め
、

需
号
を
問
項
第
一
二
号
と
し
、
問
項
に
第
一
号
及
、
び
第
二
号
と
し
て
次
の

…
一
号
を
加
え
る
。

そ
の
保
有
す
る
完
全
子
法
人
株
式
等
に
つ
き
当
該
連
結
事
業
年
度
立
お
い
て
受
け
る
配
当
紘
一
寸
の
額
の
合
計
額 

L 
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四

そ
の
保
有
す
る
関
係
諸
人
株
式
等
に
つ
き
当
該
漉
給
事
法
来
年
度
に
お
い
て
受
け
る
配
当
等
の
顧
の
合
計
額
か
ら
潜
按

O

数
債
の
利
子
の
額
の
う
ち
当
該
間
関
係
法
人
株
式
等
に
係
る
部
分
の
金
額
と
し
て
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
計
算
し

た
金
額
を
控
除
し
た
金
額

第
八
十 
A

条
の
凶
第
一
一
…
項
を
同
条
第
罷
頃
と
し
、

開
条
第
一
一
項
の
次
に
次
の
一
一
頃
を
加
え
る
。

第

第
一
一
演
の
規
定
は
、
連
結
法
人
が
そ
の
受
け
る
配
当
等
の
額
(
そ
の
連
結
法
人
の
翻
則
的
益
金
額
を
計
算
す
る
場
合
に
、

四
条
第
一
一
頃
{
第
四
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
)

の
想
定
に
よ
り
、
そ
の
連
結
法
人
が
焚
け
る
記
当
等
の
額
と
み

な
さ
れ
る
余
談
に
限
る
。
以
下
こ
の
現
に
お
い
て

〉
の
元
本
で
あ
る
株
式
又
は
出
資
で
、
そ
の
虹
当
等
の
艇
の
生

ず
る
基
隆
と
な
る
問
問
げ
に
掲
げ
る
事
由
が
生
ず
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
る
も
の
の
取
得
(
滴
格
合
併
又
は
適
格
分
制
前
提

分
割
に
よ
る
剖
引
継
ぎ
を
含
む
。
)
を
し
た
場
合
に
お
け
る
そ
の
取
得
を
し
た
株
式
又
は
出
資
に
部
る
配
当
等
の
額
(
そ
の

予
定
さ
れ
て
い
た
事
由
〈
そ
の
連
結
法
人
の
翻
裂
益
金
額
又
は
摺
加
損
金
額
を
計
算
す
る
場
合
に
、
第
六
十
一
条
の
一
一
第

十
六
項
(
有
部
誼
券
の
譲
渡
益
又
は
議
接
棋
の
益
金
又
は
揺
金
算
人
)

の
規
定
の
適
用
が
あ
る
も
の
を
除
く
。
)
に
基
鴎

す
る
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の
に
躍
る
。
〉
に
つ
い
て
な
、
濃
用
し
な
い
。

第
八
十
一
条
の
五
中
「
適
格
組
織
再
…
編
成
」
を
「
適
格
合
併
等
」
に
攻
め
る
。
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第
八
十
一
条
の
六
第
一
一
項
中
「
支
出
し
た
寄
隣
金
の
額
の
う
ち
」
を
削
り
、

「
連
結
完
全
文
艶
関
係
が
あ
る
他
の
連
結
法

人
」
を
「
完
全
支
配
関
係
〈
法
人
に
よ
る
完
全
支
配
関
係
に
限
る
。
)
が
あ
る
他
の
内
調
法
人
」
に
、

「
が
あ
る
と
き
は
、

当
該
替
制
金
の
額
」
そ
「
(
第
二
十
双
条
の
二

〈
受
贈
益
の
益
金
不
算
入
)

又
は
鵡
八
十
一
条
の
一
二
第
一
一
頃
〈
第
ニ
十
五
条

の
ニ
に
係
る
部
分
に
譲
る
。
〉

〈
同
組
出
却
益
余
翻
又
は
露
間
損
金
額
の
益
余
又
は
揖
金
算
入
〉

の
規
定
を
遡
朋
じ
な
い
と
し
た

場
合
に
当
該
婚
の
内
閣
法
人
の
各
事
業
年
度
の
所
得
の
金
犠
又
は
各
連
絡
事
業
年
艇
の
連
結
所
得
の
金
額 
mw
計
算
上
益
金
の

i

額
に
算
入
さ
れ
る
第
一
一
ム 

宜
条
の
一
一
第
二
項
に
購
症
す
る
受
贈
益
の
額
に
対
応
す
る
も
の
に
限
る
。
)
」
に
改
め
る
。

第
八
十
一
条
の
九
第
一
撲
中
「
(
当
該
連
結
親
法
人
法
分
割
法
人
と
す
る
分
割
型
分
舗
を
行
っ
た
場
合
に
は
、
遮
結
競
法

人
事
業
年
度
(
第
十
笈
条
の
二
第
一
明
(
連
結
事
業
年
度
の
意
議
〉
に
規
定
す
る
連
結
親
法
人
事
業
年
度
を
い
う
。
以
下
こ

J

の
条
に
お
い
て
問
じ
。
)
出
開
始
の
日
)
」
宇
佐
削
り
、
同
寝
た
だ
し
書
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

た
だ
し
、
当
該
濃
紺
欠
譲
令
額
そ
そ
の
生
じ
た
連
結
事
業
年
渡
ご
と
に
一
弘
八
万
じ
た
後
の
そ
れ
ぞ
れ
の
一
連
絡
欠
損
金
額
に

係
る
張
度
趨
渦
鱗
(
当
該
連
結
欠
護
金
額
が
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
い
ず
れ
に
絞
当
す
る
か
に
志
じ
当
該
各
号
に
定

め
る
金
額
を
い
う
。
)

の
合
計
額
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

当
該
連
結
欠
損
金
額
の
う
ち
に
特
定
連
結
欠
損
金
額
が
合
ま
れ
る
場
合

次
に
掲
げ
る
金
額
の
合
計
額
(
当
該
合
計

一
笈
O
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翻
が
次
号
己
中
延
め
る
金
額
に
瀬
た
な
い
場
合
に
は
、
開
号
に
定
め
る
金
額
〉

当
該
特
定
連
結
欠
援
金
額
に
係
る
特
定
連
結
欠
損
金
個
別
鱗
麟
額
を
有
す
る
各
連
結
法
人
の
当
該
特
定
盟
結
欠
損

金
個
別
開
問
機
額
が
当
該
晶
遥
結
事
業
年
控
の
当
該
各
連
結
法
人
の
控
験
対
象
恒
別
所
得
金
額
(
当
技
連
結
欠
損
金
繍

む
つ
き
本
文
の
規
定
を
適
用
せ
ず
、
か
っ
、
矧
別
制
捜
金
額
を
計
算
す
る
場
合
の
第
六
十
一
一
条
の
五
第
五
項
〈
現
物
分

記
に
よ
る
難
産
の
譲
漉
〉

の
規
定
を
滴
用
し
な
い
も
の
と
し
て
一
計
算
し
た
場
合
に
お
け
る
第
八
十
一
条
の
十
八
第
一

明
(
連
結
法
人
税
額
別
照
勝
瀬
の
計
算
)
に
規
定
す
る
儒
別
所
得
金
額
を
い
い
、
当
該
特
定
連
結
欠
陥
税
金
個
別
相
帰
属

額
の
生
じ
た
連
絡
事
撒
年
度
訴
の
連
結
事
業
年
既
に
お
い
て
生
じ
た
躍
結
欠
損
金
額
に
相
当
す
る
金
額
で
本
文
の
競

症
に
よ
り
潜
絞
各
連
結
事
業
年
度
の
藷
総
所
得
の
金
額
の
計
算
上
損
金
の
額
に
算
入
さ
れ
る
も
の
の
う
ち
当
該
直
結

法
人
に
帰
せ
ら
れ
る
金
額
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
帰
せ
ら
れ
る
金
額
に
相
当
す
る
金
額
を
搾
除
し
た
金
額
と
す

る
。
ロ
に
お
い
て
同
じ
。
〉
を
超
え
る
場
合
の
そ
の
絡
え
る
部
分
の
金
額
の
合
計
額

曳
該
連
結
欠
損
金
額
か
ら
部
諜
特
定
連
結
欠
損
金
額
を
臨
除
し
た
金
額
が
当
該
連
結
欠
損
金
額
に
つ
き
本
文
の
環

定
を
噛 
mm
せ
ず
、

か
っ
、
額
制
加
議
金
額
を
一
計
算
す
る
場
合
の
第
六
十
一
-
条
の
叉
第
瓦
項
の
規
定
を
適
用
し
な
い
も
の

と
し
て
出
一
一
引
算
し
た
場
合
に
お
け
る
当
該
各
避
紬
事
業
年
度
の
連
結
一
所
得
の
金
額
〈
議
議
漉
結
欠
損
金
額
の
生
じ
た
遮

4 
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結
事
業
年
度
前
の
連
結
事
議
年
撲
む
お
い
て
&
ふ
じ
た
議
結
欠
繍
金
額
に
相
当
一
ず
る
金
額
で
本
文
の
規
定
に
よ
り
当
該

各
連
結
事
業
年
度
の
連
絡
所
得
の
金
額
の
計
算
上
損
金
の
翻
に
算
入
さ
れ
る
も
の
が
あ
る
場
合
に
誌
、
潟
一
殺
撰
金
の

額
に
算
入
さ
れ
る
金
額
を
控
諒
し
た
金
額
。
次
号
に
お
い
て

「
措
除
前
連
結
所
得
金
額
」
と

う
。
)
か
ら
当
該
特

定
連
結
欠
損
金
額
に
捺
る
特
定
連
結
欠
損
金
個
別
帰
属
額
を
有
す
る
各
連
締
法
人
の
特
定
連
結
欠
損
金
鱒
別
措
掠
繍

(
当
該
特
定
連
結
欠
損
金
鍾
票
制
帰
属
額
と
当
該
各
連
結
事
業
年
度
の
控
除
対
象
彊
別
所
得
金
額
と
の
う
ち
い
ず
れ
か

少
な
い
金
額
を
い
う
。
)

の
合
計
額
を
控
除
し
た
金
額
を
超
え
る
場
合
の
そ
の
超
え
る
部
分
の
金
額

前
号
に
掲
げ
る
場
合
以
外
の
場
合

当
該
連
結
欠
損
金
額
が
控
除
前
連
結
所
得
金
額
を
超
え
る
場
合
の
そ
の
超
え
る

部
分
の
金
額

第
八
十
一
条
の
九
第
二
措
例
会
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

懇
談
濃
縮
締
法
人
又
域
連
紘
一
ナ
法
人
〈
第
六
十
一
条
の
十
一
第
一
頃
各
吟
〈
連
結
納
税
の
照
換
に
伴
う
資
藤
の
時
価

評
価
損
益
〉
又
は
第
六
十
一
条
の
十
一
一
第
一
一
様
各
持
〈
漣
納
納
税
へ
の
加
入
に
伴
う
資
離
の
持
鎮
静
館
横
線
〉
に
掲
げ

る
も
の
に
寝
る
。
以
下
こ
の
壊
に
お
い
て

ぷ
付
恕
逮
結
子
法
人
」
と
い
う
。
〉
に
イ
又
は
ロ
に
揚
げ
る
欠
換
金
轍
又
は

連
総
欠
損
金
額
潤
鶏
頭
縮
織
が
あ
る
場
合

当
核
欠
損
金
額
又
は
連
結
欠
揖
金
個
別
組
問
鶏
額
(
第
盟
条
の
一
一
一
第
十
項
又
は

一
七
O



第
十
一
項
(
連
結
納
税
の
承
認
の
出
町
議
)

の
揖
定
の
適
用
を
受
け
る
こ
れ
ら
の
規
定
に
規
定
す
る
他
の
内
富
迭
人
で
あ

っ
た
軒
定
連
結
子
法
人
に
係
る
イ
に
掲
げ
る
欠
損
金
額
に
あ
っ
て
は
、
当
該
欠
損
金
額
の
生
じ
た
事
業
年
躍
に
お

中
一
符
也
申
告
欝
で
あ
る
確
定
申
告
葬
(
イ
に
調
定
す
る
災
害
損
失
欠
損
金
額
に
あ
っ
て
は
、
鱗
班
十
八
条
第
附
出
現
率
一
門
誌

治
市
傍
盛
粛
を
提
出
し
な
か
っ
た
事
業
年
艇
の
災
欝
に
よ
る
損
失
人
殺
の
鱗
越
し
〉
に
規
定
す
る
損
失
の
鯨
の
計
算
に
関
す
る

…
明
締
そ
記
載
し
た
確
定
申
告
欝

γ
を
提
出
し
て
い
る
こ
と
そ
の
他
の
政
令
で
定
め
る
要
件
を
満
た
し
て
い
る
も
の
に
削
減

る
。
)

イ

日
曜
詔
連
結
事
業
年
度
(
各
連
結
事
業
年
度
の
連
結
所
得
に
対
す
る
法
人
税
を
課
さ
れ
る
最
初
の
連
結
事
業
年
援
を

い
う
。
以
下
こ
の
頃
及
、
び
次
項
に
お
い
て
山
内
じ
。
〉
開
始
の
口
前
七
年
以
内
に
隣
始
し
た
当
被
選
結
続
法
人
又
誌
特

定
連
結
子
法
人
〈
ロ
に
現
窓
ず
る
特
定
連
結
子
法
人
を
除
く
。
〉

の
各
事
業
年
波
に
お
い
て
生
じ
た
第
双
十
七
条
第

…
鳴
し
〈
欄
間
散
申
告
識
を
総
出
し
た
事
幾
年
燦
の
欠
損
金
の
繰
載
し
)
に
議
定
す
る
欠
損
金
額
〈
同
条
第
一
一
羽
交
は
第

五
叫
慌
の
埠
定
に
よ
り
欠
損
金
額
と
み
な
さ
れ
た
も
の
を
含
み
、
同
条
第

事
又
は
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
な
い
も
の

と
さ
れ
た
も
の
を
除
く
。
)

又
は
第
五
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
災
害
援
失
欠
損
金
額
(
同
条
第
二
項
の
規
定
に

よ
り
胃
条
第
一
項
に
規
定
す
る
災
害
損
失
欠
損
金
額
と
み
な
さ
れ
た
も
の
を
含
み
、
同
条
第
一
一
一
項
の
規
定
に
よ
り
な

O 
八

O 

• 

。


て



い
も
の
と
さ
れ
た
も
の
を
除
く
。
)

最
初
連
結
事
業
年
度
開
始
の
日
前
七
年
以
内
に
開
始
し
た
当
該
特
定
連
結
子
法
人
(
当
該
開
始
の
日
の
前
日
が
連

結
事
業
年
度
終
了
の
日
で
あ
る
も
の
に
限
る
。
)

の
各
連
結
事
業
年
度
に
お
い
て
生
じ
た
当
該
特
定
連
結
子
法
人
の

連
結
欠
損
金
個
別
帰
属
額

当
該
連
結
親
法
人
若
し
く
は
連
結
子
法
人
を
合
併
法
人
と
す
る
適
格
合
併
(
被
合
併
法
人
が
当
該
連
結
親
法
人
と
の

聞
に
連
結
完
全
支
配
関
係
が
な
い
法
人
(
連
結
完
全
支
配
関
係
が
あ
る
法
人
に
準
ず
る
法
人
と
し
て
政
令
で
定
め
る
法

人
を
除
き
、
特
定
連
結
子
法
人
で
最
初
連
結
事
業
年
度
が
終
了
し
て
い
な
い
も
の
を
含
む
。
)

で
あ
る
も
の
に
限
る
。

以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
)

が
行
わ
れ
た
場
合
又
は
当
該
連
結
親
法
人
と
の
聞
に
完
全
支
配
関
係
(
当
該
連
結
親

法
人
に
よ
る
完
全
支
配
関
係
又
は
第
二
条
第
十
二
号
の
七
の
六
(
定
義
)

に
規
定
す
る
相
互
の
関
係
に
限
る
。
)
が
あ

る
他
の
内
国
法
人
で
当
該
連
結
親
法
人
若
し
く
は
連
結
子
法
人
が
発
行
済
株
式
若
し
く
は
出
資
の
全
部
若
し
く
は
一
部

を
有
す
る
も
の
(
当
該
連
結
親
法
人
と
の
聞
に
連
結
完
全
支
配
関
係
が
な
い
も
の
に
あ
っ
て
は
連
結
完
全
支
配
関
係
が

あ
る
法
人
に
準
ず
る
法
人
と
し
て
政
令
で
定
め
る
内
国
法
人
を
除
き
、
当
該
連
結
親
法
人
と
の
問
に
連
結
完
全
支
配
関

係
が
あ
る
も
の
に
あ
っ
て
は
特
定
連
結
子
法
人
で
最
初
連
結
事
業
年
度
が
終
了
し
て
い
な
い
も
の
に
限
る
。
)

の
残
余 

ロ

「

〈

O 
九



O 

。


財
離
が
議
定
し
た
場
合

次
の
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
欠
損
金
額 

は
連
結
欠
損
金
儲
部
縄
開
閉
満
額
〈
当
該
他
の
内
陸
法
人

に
株
主
等
が
一
一
以
上
あ
る
場
合
民
地
、
当
該
欠
損
金
額
又
は
連
結
欠
携
金
翻
別
間
部
議
援
を
当
該
能
の
内
思
法
人
の
発
行

イ 演
株
式
又
は
出
紫
〈
当
競
倍
の
内
調
法
人
が
有
す
る
闘
日
の
株
式
又
は
出
資
受
難
く
。
〉

の
総
数
又
は
総
鱗
で
除
し
、

VV
A4

a

こ
れ
に
潜
議
議
結
親
法
人
又
は
連
結
子
法
人
の
有
す
る
当
該
械
の
内
閣
法
人
の
株
式
又
は
出
資
偵
の
数
又
は
金
額
そ
乗
じ

て
計
算
し
た
金
額
)

当
該
援
合
併
迭
人
又
は
能
の
内
国
法
人
(
そ
れ
ぞ
れ
ロ
に
損
症
す
る
接
合
併
法
人
又
は
仙
憾
の
内
向
法
人
を
除
く
。


イ
に
お
い
て
出
向
じ
。
)
の
当
該
適
格
合
併
の
目
前
七
年
以
内
に
回
開
始
し
、
又
は
当
該
残
余
同
財
産
の
確
定
の
日
の
翌
日


議
七
年

に
開
始
し
た
各
事
業
年
度
(
当
該
被
合
併
法
人
又
は
也
の
市
内
冨
法
人
が
特
定
連
結
子
法
人
で
最
初
連
結


事
業
年
度
が
終
了
し
て
い
な
い
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
連
結
窺
法
人
と
の
揮
に
連
結
完
全
支
配
関
係
を
有
す


る
こ
と
と
な
っ
た
臼
前
に
開
始
し
た
事
業
年
度
に
限
る
1

)

に
お
い
て
生
じ
た
第
五
十
七
条
第
二
項
に
規
定
す
る
未


処
理
欠
擦
金
額
〈
山
当
該
被
合
併
法
人
で
当
競
連
結
親
法
人
苦
し
く
法
連
結
子
法
人
〈
当
該
適
格
合
併
が
当
該
連
結
続


法
人
又
は
連
絡
手
法
人
を
設
立
す
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
、
議
談
連
絡
合
評
に
探
る
他
の
被
合
併
法
人
。
イ
に
お


X

嶋
嶋
尚
， 

わ‘'、 
勺
ミ
、

〉
と
の
際
に
支
配
関
係
が
あ
る
も
の
又
は
当
競
抱
の

創
出
法
人
が
特
定
連
結
子
法
人 

は
こ
れ
に
準
ず

X

。




る
法
人
と
し
て
政
令
で
定
め
る
法
人
に
紋
出
し
な
い
場
舎
に
お
い
て
、
当
絞
適
格
合
併
が
関
条
第
三
現
に
規
定
す
る

政
令
で
組
め
る
合
掛
け
と
該
当
す
る
場
合
又
は
当
践
被
合
併
法
人
若
し
く
は
他
の
拘
溺
法
人
と
当
該
漉
結
親
法
入
者
し

く
は
連
結
子
法
人
と
の
慌
に
当
該
適
格
合
併
の
告
の
議
す
る
連
結
親
法
人
事
業
年
度
(
第
十
五
条
の
こ
第
一
項
(
連

結
事
業
年
度
の
意
義
)
に
規
定
す
る
連
結
親
法
人
事
業
年
度
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
)
若
し
く
は

当
該
残
余
財
産
の
確
定
の
誌
の
翌
日
の
腐
す
る
連
結
親
法
人
事
業
年
度
開
始
の
自
の
五
年
離
の
司
、
当
該
被
合
併
法

人
若
し
く
は
地
の
内
題
法
人
の
設
立
の
日
若
し
く
は
当
談
議
綿
織
法
人
若
し
く
は
連
絡
子
総
人
の
股
立
の
日
の
う
ち

最
も
避
い
日
か
ら
継
続
し
て
支
配
関
係
が
あ
る
場
合
と

は
第
五
十
八
条
第
二
項
に
翠
定
す
る
未
処
理
災
害
損
失
欠
損
金
額

当
該
被
合
併
法
人
(
当
該
適
格
合
併
の
日
の
前
告
が
連
結
事
業
年
度
終
了
の
日
で
あ
る
も
の
に
鞭
る
。

鍛
る
。

て
政
令
で
定
め
る
場
合
の
い
ず
れ
に
も
競
当
し
な
い
と
さ

は
、
第
五
十
七
条
第
一
一
一
項
の
規
定
は
よ
り
当
該
未
加
処
理
欠
損
金
額
に
含
ま
な
い
も
の
と
さ
れ
る
金
額
を
除
く
。
)

ロ

ロ
に
お
い

て
問
じ
。
)

又
は
当
該
絡
の
内
題
法
人
〈
当
紋
残
余
黙
躍
の
纏
定
の
日
が
漣
給
率
濃
年
度
線
了
の
自
で
あ
る
も
の
比

口
に
お
い
て
鍔
じ
。
〉

の
部
核
適
格
合
併
の
自
説
七
年
以
内
に
開
始
し
]

又
は
当
該
強
余
紫
斑
の
確
定
の
日

の
親
日
前
七
年
以
内
に
隣
拾
し
た
か
合
連
結
事
業
年
度
に
お
い
て
生
じ
た
当
該
被
合
併
法
人
文
試
抱
の
内
国
法
人
の
連 又

C 
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結
欠
接
金
網
別
帰
属
額
〈
当
該
被
合
併
出
入
で
当
該
滅
結
親
法
人
若
し
く
は
連
結
?
?
法
人
(
当
該
適
格
合
併
が
当
該

連
結
親
法
人
又
は
連
結
子
法
人
を
設
立
す
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
瀦
格
合
併
に
保
る
的
の
被
合
併
法
人
。

口
仁
お
い
て
悶
じ
。
)
と
の
簡
に
支
配
関
係
が
あ
る
も
の
又
抵
当
該
地
の
内
国
法
人
が
料
定
連
結
子
法
人
又
は
イ
に

規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
法
人
に
該
鳴
し
な
い
場
合
に
お
い
て
、
当
該
逮
格
合
併
が
第
五
十
七
条
第
一
一
一
項
に
規
定
す

る
政
令
で
定
め
る
合
併
に
該
討
す
る
場
合
又
誌
当
枝
被
合
評
法
人
若
し
く
は
佑
の
内
国
法
人
と
当
該
連
結
親
法
人
若

し
く
は
連
純
子
法
人
と
の
間
に
イ
に
規
定
す
る
最
も
遅
い
日
か
ら
継
綾
し
て
支
配
関
係
が
あ
る
場
合
と
し
て
政
令
で

定
め
る
場
合
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
と
き
は
、
当
該
連
結
欠
損
金
個
別
掃
罵
緩
の
う
ち
同
時
壌
の
域
定
に
よ
り
米

処
・
現
欠
援
金
額
に
含
ま
な
い
も
の
と
さ
れ
る
金
額
に
相
当
す
る
金
額
と
し
て
政
令
で
定
め
る
金
額
を
除
く
。
〉

第
八
十
…
条
の
九
第
五
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
一
一
頃
に
親
定
す
る
特
定
連
載
欠
損
余
棋
と
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
躍
結
欠
損
金
額
と
み
な
さ
れ
る
金
額
の
う
ち
次

の
各
号
に
掲
げ
る
金
額
そ
い
い
、
第
一
壌
に
規
定
す
る
特
定
連
結
欠
撒
金
個
別
組
問
調
額
と
は
、
当
競
各
号
に
掲
げ
る
金
議

に
係
る
連
結
欠
損
余
個
別
陪
罵
畿
を
い
う
。

前
項
第
一
吟
に
麗
定
ず
る
特
定
連
結
子
法
人
に
保
る
悶
号
に
定
め
る
欠
援
金
額
又
は
連
結
欠
損
金
制
別
帰
属
額
〈
当 



仁

ロ イ 該
特
定
連
結
子
捻
人
が
同
号
の
連
結
親
迭
人
の
蟻
鴇
連
結
事
幾
年
度
開
始
の
日
の
五
年
前
の

か
ら
当
談
開
開
始
の 

5
ま

で
の
問
に
行
わ
れ
た
株
式
移
転
に
係
る
株
式
移
転
完
全
子
法
人
で
あ
っ
た
も
の
の
う
ち
そ
の
発
行
済
株
式
の
全
部
が
当

該
株
式
移
転
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
株
式
移
転
完
全
観
法
人
で
あ
っ
た
当
該
連
結
練
法
人
に
よ
っ
て
当
該
抹
式
移
紙
の
呂

か
ら
当
該
開
始
の
日
ま
で
織
統
し
て
保
有
さ
れ
て
い
る
も
の
(
他
の
法
人
に
支
配
さ
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
政
令
で
定

め
る
も
の
を
除
く
。
次
号
に
お
い
て
「
連
結
親
法
人
隠
等
法
人
い
と
い
う
。
)

で
あ
る
場
合
に
は
、

イ
又
は
ロ
に
掲
げ

る
欠
損
金
額
又
ほ
謹
結
欠
損
金
個
別
欝
属
額
そ
除
く
。
)

当
該
部
捨
の
日
詩
七
年
以
内
に
開
始
し
た
当
該
特
定
漣
結
子
法
人
の
各
事
業
年
度
(
当
該
株
式
移
転
が
適
格
株
式

移
転
に
該
当
し
な
い
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
、
当
畿
各
事
業
年
撲
の
う
ち
当
該
株
式
移
転
の
日
の
属
す
る
事
業
年
度

結
の
事
業
年
度
を
徐
く
。
〉
に
お
い
て
生
じ
た
前
項
第
一
号
イ
に
掲
げ
る
欠
損
金
轍

当
該
開
始
の 
au
前
七
年
以
内
に
開
始
し
た
当
競
特
定
連
結
子
法
人
(
当
該
開
始
の
臼
に
当
該
株
式
移
転
(
適
格
株

式
移
転
に
罷
る
。
)
が
行
わ
れ
た
と
と
に
薬
関
し
て
第
四
条
の
五
第
二
項
{
連
結
納
税
の
氷
認
の
取
消
し
等
)

定
に
よ
り
第
四
条
の
ご
(
連
結
納
税
義
務
者
)

の
承
認
が
患
り
消
さ
れ
た
連
結
親
法
人
で
あ
っ
た
も
の
に
罷
る
。
〉

の
そ
の
承
認
に
係
る
各
連
結
事
幾
年
度
に
お
い
て
生
じ
た
前
慣
例
第
一
号
口
に
掲
げ
る
連
結
欠
摘
金
倍
加
問
賦
額

の
親



。 

O 

凶

話
現
第
二
号
の
連
結
綿
法
人
若
し
く
は
連
結
子
法
人
仙
台
合
併
法
人
と
す
る
間
口
々
に
規
定
す
る
適
格
合
併
に
係
る
問
号

の
被
合
併
法
人
又
は
当
該
鴻
結
親
法
人
と
の
間
関
に
完
全
支
配
関
関
係
が
あ
る
同
号
に
規
定
す
る
他
の
内
販
一
法
人
に
係
る

瓜
勺
に
定
め
る
欠
損
金
額
又
は
連
結
欠
損
金
鏑
別
輔
君
額
〈
当
該
故
合
併
法
人
又
は
強
の
内
溜
法
人
が
連
絡
続
法
人
河
等

法
人
で
あ
る
場
合
に
は
、
同
号
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
欠
損
金
額
又
は
連
結
欠
損
金
艇
部
掃
悶
腕
識
に
能
号
イ
又
は
口
に
揚

げ
る
欠
損
金
額
又
は
連
結
欠
損
金
制
別
帰
属
額
を
含
ま
な
い
も
の
と
し
て
計
算
し
た
場
合
の
問
項
第
二
号
に
定
め
る
欠

損
金
額
又
は
連
結
欠
損
金
供
問
帰
属
額
〉

鱗
八
十
一
条
の
九
第
七
噴
出
ザ
「
第
密
項
」
を
「
第
五
項
い
に
改
め
、
問
墳
を
向
条
第
八
壌
と
し
、
開
条
第
六
項
中
「
に
つ

い
て
瀧
結
確
定
申
告
議
酬
を
提
出
し
、

か
つ
、

そ
の
後
に
お
い
て
灘
統
し
て
漣
結
確
定
申
告
需
品
化
提
出
し
て
い
る
場
合
(
第
二

項
各
号
い
を
「
〈
第
一
一
現
第
一
号
」
に
、

「
つ
い
て
は
、
最
初
の
議
給
事
業
年
度
〈
開
項
第
一
缶
ぎ
を
「
あ
っ
て
は
河
口
汚
イ

に
規
定
す
る
最
語
連
結
事
業
年
愛
と
し
、

問
項
第
一
一
開
設
に
、

「
あ
っ
て
は
、
持
母
に
規
定
す
る
適
格
合
併
等
の
日
の
講
す

る
連
結
事
業
年
牒
)
の
い
を
「
あ
っ
て
は
悶
号
に
規
定
す
る
適
格
合
併
の

の
属
す
る
連
結
事
業
年
牒
又
は
河
口
汚
の
残
余
謂

惑
の
確
定
の
お
の
翌
日
の
属
す
る
連
結
事
業
年
撲
と
す
る
。
)
に
つ
い
て
」
に
、

「
場
合
〉
」
を
「
場
合
」
に
改
め
、
問
頃

安
部
染
第
七
項
と
し
、
陪
条
第
思
瑛
中
「
第
一
一
聴
い
の
下
に
寸
第
三
国
ご
を
加
え
、
同
寝
中
信
用
条
第
六
項
と
し
、
同
条
第



四
項
中
「
次
の
各
号
に
規
窓
す
る
場
合
に
は
、
」
を
樹
り
、

「
当
競
各
特
に
掲
げ
る
い
を

「
次
の
各
坊
に
掲
、
げ
る
い
に
改

め
、
問
項
第
一
号
中
「
第
五
十
七
条
第
六
項
」
を
「
第
五
十
七
条
第
五
項
」
に
改
め
、

岡
市
制
第
一
一
号
及
、
び
第
一
一
一
号
を
次
の
よ

う
に
改
め
る
。

選
結
子
法
人
の
残
余
震
麓
が
確
定
し
た
場
合
の
そ
の
残
余
黙
産
の
確
定
の
自
の
翌
日
の
認
す
る
連
結
事
業
年
長
以
後

の
各
連
結
事
業
年
境

当
該
残
余
財
産
の
確
定
の
日
の
翌
日
の
腿
す
る
連
結
親
法
人
事
業
年
援
期
始
の
日
前
七
年
以
内

む
開
始
し
た
各
避
結
事
業
年
隣
に
お
い
て
生
じ
た
当
該
連
絡
子
法
人
の
議
結
欠
損
金
髄
知
帰
属
額
の
う
ち
第
五
十
七
条

第
究
明
快
の
規
定
に
よ
り
問
条
第
一
明
に
規
定
す
る
欠
損
金
額
と
み
な
さ
れ
て
当
該
連
結
子
法
人
の
当
該
残
余
財
産
の
確

認
の
日
の
講
ず
る
事
業
年
波
の
所
得
の
金
額
の
計
算
上
操
金
の
額
に
算
入
ぢ
れ
た
金
額

連
絡
親
法
人
又
は
連
絡
子
法
人
後
合
併
法
人
等
〈
合
併
法
人
、
分
割
承
継
法
人
、
被
現
物
出
資
法
人
又
は
被
現
物
分

剖
法
人
を
い
う
。
)
と
し
、
当
該
連
結
親
法
人
と
の
問
に
漣
結
完
全
支
配
関
係
が
な
い
法
人
(
当
該
漣
結
親
迭
人
又
は

連
結
子
法
人
と
の
聞
に
支
記
憶
係
が
あ
る
も
の
に
罷
る
も
の
と
し
、
連
結
完
全
支
配
関
服
部
が
あ
る
法
人
に
準
ず
る
法
人

と
し
て
政
令
で
定
め
る
法
人
を
捨
く
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
非
連
結
法
人
」
と
い
う
。
)
を
被
合
併
法
人
等
〈
被

合
併
法
人
、
分
割
法
人
、
現
物
出
潔
法
人
文
は
現
物
分
配
法
人
そ
い
う
。
)
と
す
る
第
五
十
七
条
第

項
に
規
定
す
る 

仁

li 



譲
格
組
織
再
編
成
等
(
部
項
に
規
殺
す
る
政
令
で
控
め
る
も
の
そ
除
く
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て

「
適
格
組
織
再
編
成

等
」
と
い
う
。
)
が
行
わ
れ
た
場
合
〈
当
絞
適
格
程
織
碍
編
成
等
の
日
〈
当
該
適
格
組
織
再
編
成
等
が
残
余
財
産
の
全

部
の
分
配
で
あ
る
場
合
に
は
、

そ
の
残
余
計
約
藤
の
確
定
の

の
翌
日
)

の
組
側
ず
る
連
結
親
法
人
事
業
年
度
開
始
の

五
年
前
の
日
、
当
該
連
結
親
法
人
勢
じ
く
は
連
結
子
法
人
の
設
交
の
告
又
は
当
核
非
連
結
誌
人
の
設
立
の

の
う
ち
最

も
遅
い 
nnか
ら
継
続
し
て
当
該
連
結
親
法
人
文
は
連
結
子
法
人
と 

該
非
連
結
法
人
と
の
聞
に
支
説
隣
係
が
あ
る
場
合

v
d

と
し
て
政
令
で
殺
め
る
場
合
を
料
開
く
。
)

の
当
該
連
結
窺
法
人
事
業
年
援
総
ア
の
日
の
思
料
す
る
連
結
事
業
年
度
以
後
の

各
連
結
事
業
年
度

当
数
開
姶
の
日
前
七
年
以
内
に
開
始
し
た
各
連
総
事
業
年
識
に
お
い
て
住
じ
た
当
該
連
結
親
法
人

マ
〈
は
連
結
子
法
人
の
連
結
欠
損
金
組
問
帰
隅
舗
を
問
項
に
規
定
す
る
欠
援
金
額
と
み
な
し
た
場
合
に
問
璃
の
規
定
に
よ

り
な
い
も
の
と
さ
れ
る
金
額
に
根
当
す
る
金
額
と
し
て
政
令
で
定
め
る
金
額

第
八
十
一
条
の
九
第
部
項
第
閉
山
号
を
削
り
、
問
項
第
五
湾
中
「
解
散
〈 

併
に
よ
る
解
散
及
び
合
評
額
鍛
適
格
分
倒
的
援
分

割
後
の
解
散
を
除
く
。
)
」
を
「
破
産
手
続
開
舶
の
決
定
に
よ
り
解
敷
」
に
、
「
解
散
の
」
・
仙
台
「
破
産
予
繍
間
関
揺
の
決
定

の
」
立
政
め
、
間
関
号
を
間
環
第
霞
号
と
し
、

詞
項
第
六
吟
中
「
規
定
す
る
場
合
」
の
下
に
「
に
誠
治
す
る
場
合
」
を
加
え
、

間
的
号
を
問
項
第
正
号
と
し
、
問
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
問
問
条
第
三
項
の
次
に
次
の
一
一
明
そ
加
え
る
。

A
n

一旦-
y、
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< 
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の
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盟
連
結
法
人
を
合
併
法
人
と
す
る
合
併
で
当
該
連
締
法
人
と
の
聞
に
連
結
完
全
文
甑
関
係
が
あ
る
舶
の
連
結
法
人
そ
被
合

併
訟
人
と
す
る
も
の
が
行
わ
れ
た
場
合
〈
当
絞
合
詳
の
日
が
連
結
親
法
人
事
業
年
度
開
始
の
日
又
法
当
該
拙
の
連
結
法
人

が
連
続
殺
法
人
と
の
問
に
連
結
完
全
支
配
関
係
を
有
す
る
こ
と
と
な
っ
た
日
で
あ
る
場
合
を
除
く
。
)
又
ほ
当
叫
棋
連
絡
法

人
と
の
関
に
連
結
兜
全
支
組
関
係
が
あ
る
他
の
連
結
法
人
で
当
該
連
結
法
人
が
発
行
務
株
式
若
し
く
は
出
資
の
全
部
悲
し

く
は
一
部
を
有
す
る
も
の
の
残
余
財
麓
が
確
定
し
た
綴
合
(
当
該
鶏
余
財
産
の
確
定
の
巴
が
議
結
綿
法
人
事
業
年
産
終
了

の
臼
で
あ
る
場
合
を
除
く
。
〉
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
他
の
遡
結
法
人
の
当
該
合
併
の
日
の
能 

又
は
当
競
残
余
財
産
の

E

確
定
の
日
の
属
す
る
事
業
年
震
に
お
い
て
生
じ
た
欠
議
金
額
が
あ
る
と
き
は
、
当
競
欠
損
金
棋
に
総
当
す
る
金
鱗
(
当
該

残
余
財
産
が
織
定
し
た
部
の
漉
結
語
人
に
株
主
等
が
で
以
上
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
欠
擬
金
額
に
相
当
す
る
金
額
そ
当
該

能
の
連
結
法
人
の
発
行
法
株
式
又
は
出
資
(
当
該
能
の
連
結
法
人
が
有
す
る
内
同
日
の
株
式
又
は
出
資
を
除
く
。
〉
の
総
数

又
は
総
額
で
除
し
、
こ
れ
に
当
該
連
結
法
人
の
有
す
る
滋
銭
的
の
連
締
法
人
の
繰
式
又
は
出
資
の
数
又
は
金
額
を
乗
じ
て

計
算
し
た
金
額
)
は
、
当
該
連
結
法
人
の
当
議
合
携
の
日
の
黒
ず
る
連
結
事
業
年
度
又
は
当
競
機
余
財
産
の
磯
定
の
日
の

の
濡
ず
る
連
結
事
業
年
農
の
連
結
所
得
の
金
額
の
計
算
上
、
損
金
の
額
に
算
入
す
る
。

第
一
一
繍
第
一
章
の
ニ
第
一
節
第
五
教
第
七
百
を
翻
る
。



第
八
十
一
条
の
九
の
二
第
一
悩
幌
市
中
「
第
一
一
一
璃
及
び
第
四
鳴
い
を
「
第
関
税
及
、
ひ
第
五
瑛
」
に
改
め
、

「
及
び
第
一
一
一
項
」
を
加
え
、

「
〈
次
項
」

出
向
条
第
二
悩
幌
市
ヤ
「
で
あ
る
連
結
親
法
人
が
」
を
「
で
あ
る
連
結
親
法
人
又
は
連
結
子
法
人
と
鈎

「
又
は
現
物
出
資
を
行
う
一
を
つ
現
物
山
川
資
又
は
第
二
条
第
十
一
号
の
ふ
ハ
〈
定
義
)
は
規
定
す

の
法
人
と
の
問
で
い
に
、

る
瑛
物
分
配
が
行
わ
れ
る
…
に
、

ぷ
開
条
第
五
項
」
晶
化
「
前
条
第
六
項
」
に
改
め
、
関
項
第
一
時
中
「
が
当
該
議
結
額
法
人

と
の
間
む
第
開
条
の
二
〈
連
納
納
税
義
務
者
)
に
規
定
す
る
先
全
支
配
関
係
が
な
い
法
人
〈
以
下 
ζ

の
号
及
、
び
第
凶
磯
に
お

い
て
「
非
支
配
法
人
い
と
い
う
。
)
と
の
問
問
で
当
骸
連
結
親
法
人
を
前
条
第
二
明
第
一
二
号
に
規
定
す
る
合
併
法
人
等
(
第
凶

現
に
お
い
て
「
合
併
法
人
等
い
と
い
う
。
)
と
す
る
問
号
に
規
定
す
る
瀦
格
合
詳
等
〈
以
下
こ
の
号
及
び
第

壌
に
お
い
て

「
灘
絡
合
併
等
」
と
い
う
。
)
そ
行
う
場
合
に
お
け
る
当
該
議
格
合
併
等
に
係
る
被
合
併
法
人
文
は
分
割
前
法
人
(
第

お
い
て
「
被
合
併
法
人
等
い
と
い
う
。
)

と
す
る
諮
条
第
二
現
第
二
号
に
規
定
す
る
適
格
合
併
が
行
わ
れ
る
場
合
に
お
け
る
当
該
適
格
合
併
に
係
る
被
合
併
法
人
の
滋

該
適
格
合
併
〕
に
、

で
あ
る
非
支
舵
法
人
の
当
該
議
格
合
併
等
い
を
「
又
法
談
結
子
法
人
を
合
併
法
人

「
開
条
第
二
項
第
三
号
イ
」
を
ぷ
関
門
げ
イ
」
に
、

「
適
格
合
併
等
が
」
を
「
議
絡
合
併
が
い
に
改
め
、

「問
 

B

の
ド
に
コ
次
項
に
お
い
て

「
一
一
一
年
経
過
自
」
と
い
う
。
」
を
加
え
、
再
項
第
二
号
中
「
が
当
該
連
結
親
法
人
と

」

の
間
に
灘
給
完
全
支
配
関
係
が
な
い
法
人
と
の
聞
で
当
該
連
結
親
法
人
」
を
「
又
は
連
結
子
法
人
い
に
、

「
又
は
被
現
物
出

八

。
 

• 

O 

の
下項お



5
 資
法
人
」
を
つ
援
現
物
出
資
法
人
又
は
被
現
物
分
配
法
人
い
に
、

「
議
条
第
四
項
鱗
�
 山
口
守
い
を
「
前
条
第
五
項
第
三
号
」

m

i
ザ
」
、
�
 

「
適
格
合
併
等
を
行
う
」
を
「
適
格
経
議
再
編
成
等
が
行
わ
れ
る
」
に
改
め
、

「
お
け
る
当
該
連
結
親
法
人
」
の
下
に

「
又
は
遮
粕
子
法
人
」
を
加
え
、
開
条
第
五
墳
を
開
条
第
六
頃
と
し
、
問
問
条
第
四
項
を
制
的
り
、
同
開
条
第
三
項
中
「
問
要
第
二

号
に
規
定
す
る
連
絡
子
法
人
が
、
間
現
第
一
号
い
を
「
問
明
第
一
間
坊
に
規
定
す
る
特
惣
油
精
純
子
法
人
〈
以
~
ト
こ
の
頃
に
お
い

て
「
特
定
連
結
子
詩
人
」
と
い
う
。
〉
が
、
陪
号
イ
い
に
、

「
最
初
連
絡
競
法
人
事
業
年
捜
」
を
「
最
初
連
結
事
業
年
度
い

ー伊
」
、

「
又
は
連
結
子
法
人
」
を
「
又
は
持
定
連
結
子
法
人
」
仁
、

「
開
問
号
に
規
定
す
る
欠
損
金
額
又
治
陀
項
第
三
号
イ
に
規

定
ず
る
欠
損
金
額
若
し
く
は
い
を
「
間
関
号
イ
に
規
定
す
る
欠
損
金
額
又
は
」
に
、

「
同
項
の
」
を
「
開
条
第
二
項
の
」
に
改

め
、
伺
現
そ
開
条
第
山
積
と
し
、
開
講
の
次
に
次
の
…
項
そ
加
え
る
。

前
条
第
二
嘆
の
連
結
親
法
人
若
し
く
拭
連
結
子
法
人
と
欠
損
等
法
人
若
し
く
は
欠
損
等
謹
締
法
人
と
の
聞
で
澗
該
連
絡

親
法
人
若
し
く
法
連
結
子
法
人
を
合
併
併
法
人
と
す
る
同
項
第
ニ
号
に
規
定
す
る
適
格
合
併
が
一
行
わ
れ
る
場
合
又
は
河
項
の

連
結
説
法
人
と
の
簡
に
同
号
に
規
定
す
る
完
全
支
配
関
採
が
あ
る
同
号
に
規
定
す
る
他
の
内
密
法
人
で
あ
る
欠
護
等
迭
人

脅
し
く
誌
欠
損
等
壊
結
法
人
の
残
余
叫
財
産
が
碍
定
す
る
場
合
に
は
、
と
れ
ら
の
欠
損
等
法
人
又
は
欠
損
等
漣
結
治
人
の
灘

用
事
業
年
授
又
は
噛
用
連
絡
事
業
年
擦
鵡
の
各
事
業
年
度
又
は
各
瀧
結
事
業
年
牒
に
お
い
て
金
じ
た
問
時
イ
に
撹
戒
す
る

仁

ブL 



3 

米
州
地
理
欠
損
金
額
又
は
向
付
守
口
に
掲
げ
る
連
絡
欠
操
金
綴
問
料
開
蹴
腕
額
に
つ
い
て
は
、
問
項
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

第
八
十
一
条
の
九
の
ニ
第
一
一
認
の
次
に
次
の
一
環
を

る。

欠
繍
等
連
粕
法
人
の
該
当
日
以
後
に
当
該
欠
議
等
議
結
法
人
と
の
慣
に
前
条
第
二
項
描
ニ
号
に
規
定
す
る
完
全
支
配
関

係
が
あ
る
山
内
議
法
人
で
当
該
欠
損
等
連
結
法
人
が
発
行
詩
株
式
又
は
出
資
の
全
部
又
は
一
部
を
有
す
る
も
の
の
残
余
財
産

が
確
定
す
る
場
合
に
お
け
る
当
該
内
冨
法
人
の
当
該
残
余
計
倒
産
の
確
定
の 
5
の
罵
す
る
事
業
年
度
又
は
連
結
事
業
年
度
以

前
の
各
事
業
年
度
又
は
各
連
結
事
業
年
度
に
お
い
て
生
じ
た
開
号

に
規
定
す
る
来
的
地
理
欠
損
金
額
又
は
同
号
ロ
に
掲
げ

る
連
結
欠
損
金
個
別
帰
属
額
(
当
該
残
余
財
産
の
確
定
の

が
当
該
欠
損
等
連
結
法
人
の
三
年
経
過
日
以
後
で
あ
る
場
合

に
は
、
当
該
未
処
理
欠
損
金
額
又
は
連
結
欠
撰
金
雷
同
加
捧
震
譲
の
う
ち
、
こ
れ
ら
の
生
じ
た
事
業
年
度
又
は
連
結
事
業
年

度
開
始
の
日
が
当
該
欠
損
等
連
結
法
人
の
適
用
事
業
年
安
又
は
遠
足
連
結
事
業
年
露
関
開
始
の
日
前
で
あ
る
も
の
に
限

る
。
)
に
つ
い
て
は
、
同
項
の
規
定
は
、
当
該
欠
損
等
連
結
法
人
に
つ

て
辻
、
連
用
し
な
い
。

第
二
嗣
第
一
章
の
二
第
一
節
第
一
一
一
款
第
六
自
中
第
八
ト
一
条
の
九
の
ニ
を
第
八
十
一
条
の
ト
と
す
る
。

H

第
八
十
一 

粂
の
ト
士
第
二
瑠
月
中
「
(
保
険
業
法
に
規
定
す
る
相
互
会
社
を
徐
く
。
)
い
を
掛
り
、
開
門
条
第
六
壊
中
「
附
畑
山
間

条
の
七
(
受
託
法
人
等
に
闘
す
る
と
の
法
律
の
適
用
)
に
規
定
す
る
受
託
法
人
」
を
「
遼
結
毅
法
人
の
う
ち
各
連
結
事
議
年

O 


O 


O 




成
終
了
の
時
に
お
い
て
第
六
十
六
条
第
六
項
各
時
〈
各
事
業
年
震
の
所
得
に
対
す
る
法
人
税
の
税
務
)
に
協
掲
げ
る
法
人
に
該

当
ず
る
も
の
い
に
改
め
る
。

第
八
十
一
条
の
十
五
第
一
一
現
中
「
支
出
す
べ
ざ
い
及
川
日
「
印
紙
入
ず
べ
き
い
を
「
帰
せ
ら
れ
る
い
に
改
め
、
同
磯
第
一
脅
か
同

次
の
よ
う
に
改
め
る
。

当
該
連
結
事
業
年
度
の
連
結
所
得
の
金
額
(
当
該
連
結
事
業
年
度
終
了
の
日
の
翌
日
に
適
格
合
併
に
該
当
し
な
い
合

併
に
よ
り
解
散
し
た
連
結
法
人
が
あ
る
場
合
に
辻
、
第
六
十
二
条
第
二
項
(
合
併
及
、
び
分
割
に
よ
る
資
産
等
の
時
錨
に

よ
る
譲
渡
)
に
揖
定
す
る
資
産
及
、
び
負
出
慢
の
問
項
に
窺
定
す
る
譲
渡
が
な
い
も
の
と
し
て
計
算
し
た
場
合
に
お
け
る
連

結
所
得
の
金
額
)

第
八
十
一
条
の
十
一
一
一
第
一
一
明
第
二
号
中
「
議
金
不
算
入
〉
」

の
下
に
「
又
は
第
一
一
十
五
条
の
一
一
第
一
理
〈
受
贈
袋
の
致
命


不
算
入
〉
」
を
加
え
、
問
現
筋
四
吟
中
竹
問
問
現
第
一
号
に
係
る
部
分
の
金
額
」
品
化
「
問
現
第
一
時
に
縄
げ
る
金
額
に
あ
っ
て


法
、
第
八
十
一
条
の
三
第
一
一
明
(
第
一
一
…
十
八
条
徳
一
一
機
(
抜
人
税
額
等
の
損
金
不
算
入
〉
に
係
る
部
分
に
翻
る
。
〉

，
ヘ削
削
悶
川
川

益
金
額
又
は
翻
別
損
金
額
の
議
金
又
は
損
金
算
人
〉
の
規
定
に
よ
り
当
該
連
細
事
業
年
度
の
連
絡
所
得
の
金
額
の
計
算
上
横

金
の
額
に
算
入
さ
れ
な
い
法
人
税
の
額
並
び
に
当
該
法
人
税
の
額
に
係
る
地
方
税
法
の
規
定
に
よ
る
道
舟
議
民
税
及
び
市
町

i
t
a
i
 

( 

〔



村
民
税
(
都
民
税
及
び
こ
れ
ら
の
税
に
係
る
均
等
割
を
含
む
。
)

の
額
巳
係
る
部
分
の
金
額
」
に
、

「
同
条
第
二
項
」
を

「
第
二
十
六
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
項
第
五
号
中
「
の
合
計
額
」
を

「
並
び
に
同
条
第
三
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る

-
も
の
に
相
当
す
る
金
額
の
合
計
額
」
に
改
め
る
。

第
八
十
一
条
の
十
五
第
五
項
中
「
、
適
格
現
物
出
資
又
は
適
格
事
後
設
立
(
以
下
こ
の
項
目
」
を

「
又
は
適
格
現
物
出
資

(
以
下
こ
の
項
」
に
、

「
適
格
組
織
再
編
成
」
を

「
適
格
合
併
等
」
に
、

「
、
現
物
出
資
法
人
又
は
事
後
設
立
法
人
(
」

「
又
は
現
物
出
資
法
人
(
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
を
削
り
、
同
項
第
三
号
中
「
適
格
分
社
型
分
割
、
」

は
」
に
改
め
、

「
又
は
適
格
事
後
設
立
」
を
削
り
、

「
こ
の
号
」
を
「
第
七
項
ま
で
」
に
、

「
適
格
分
割
等
」
に
、

を

「
適
格
分
割
又

「
適
格
分
社
型
分
割
等
」

「
、
現
物
出
資
法
人
又
は
事
後
設
立
法
人
」
を
「
又
は
現
物
出
資
法
人
(
次
項
及
び
第
七
項
に
お
い

て
「
分
割
法
人
等
」
と
り
つ
。
)
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
二
号
と
し
、
同
条
第
六
項
中
「
適
格
分
割
、
適
格
現
物
出
資

又
は
適
格
事
後
設
立
(
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て

「
適
格
分
割
等
」
と
い
う
。
)
」
を
「
適
格
分
割
等
」
に
、

割
法
人
、
現
物
出
資
法
人
又
は
事
後
設
立
法
人
(
次
項
に
お
い
て

「
分
割
法
人
等
」
と
い
う
。
)
」

を

「
分
割
法
人
等
」
に

改
め
、
一
同
条
第
七
項
中
「
、
被
現
物
出
資
法
人
又
は
被
事
後
設
立
法
人
」
を
「
又
は
被
現
物
出
資
法
人
」
に
改
め
、

前
三
年
内
事
業
年
度
又
は
」
を
削
り
、
同
条
第
八
項
中
「
適
格
組
織
再
編
成
」
を
「
適
格
合
併
等
」
に
改
め
る
。

O 


e 

O 


をを分

「
分
割 



第
八
十
…
条
の
十
六
中
吋
又
は
向
日
諮
に
開
捨
し
た
事
業
年
度
で
当
該
連
結
法
人
が
自
己
を
分
割
法
人
と
す
る
分
説
型
分

割
(
第
十
瓦
条
の
ニ
第
一
現
〈
連
結
事
業
年
農
の
意
義
)
に
議
定
す
る
連
絡
親
法
人
事
業
年
裏
開
始
の
臼
に
行
う
も
の
そ
験

く
。
〉
を
行
っ
た
場
合
の
当
該
分
割
型
分
割
の

の
前
呂
の
属
す
る
事
業
年
度
〈
以
下
ζ

の
条
に
お
い
て

「
分
割
前
事
業
年

度
」
と
い
う
。
)

の
所
持
に
対
す
る
法
人
税
(
当
族
連
締
法
人
が
当
該
」
を
「
(
当
該
」
に
、

「
に
自
己
を
」
を
「
に
当
該

議
結
法
人
を
い
託
、

「
適
格
合
併
を
行
っ
た
い
を
「
適
格
合
併
が
一
行
わ
れ
た
い
に
、
「
〈
問
項
」
を
「
〈
第
十
五
条
の
ニ
第

一
一
様
〈
組
結
事
業
年
農
の
意
義
)
」
に
改
め
、

「
又
は
分
創
出
前
一
事
業
年
度
」
を
倒
的
り
、

「第百一一一

四
条
の
二
一
第
一
一
噴
い
そ

「
第
吉
三
十
五
条
第
一
環
」
に
改
め
る
。

第
八
十
一
条
の
十
八
第
一
寝
中
「
連
結
法
人
が
」
を
「
連
締
法
人
に
い
に
、

「
支
出
し
」
を
「
掃
せ
ら
れ
」
に
、

「
叙
入

す
べ
き
い
を
「
帰
せ
ら
れ
る
」
に
改
め
、
「
の
金
額
を
い
う
。
〉
い
の
下
に
「
が
あ
る
場
合
に
は
そ
れ
ぞ
れ
当
該
劉
別
所
得

金
額
」
を
加
え
、

「
金
額
又
は
」
を
「
金
額
と
お
算
調
醸
額
(
当
該
議
結
法
人
に
係
る
第
一
号
に
掲
げ
る
金
額
を
い
う
。
以

下
と
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
)
と
を
合
計
し
た
金
額
か
ら
減
算
調
整
額
〈
当
該
連
結
法
人
民
孫
る
第
二
号
か
ら
第
昭
吟
ま
で

に
掲
げ
る
金
額
の
合
計
額
を
い
う
。
以
下
と
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
)
を
控
捺
し
た
金
額
又
は
減
算
調
整
額
か
ら
当
該
合
計

し
た
金
額
そ
控
除
し
た
金
額
と
し
、
当
該
連
結
法
人
の
当
該
連
結
事
業
年
度
の
」
に
改
め
べ

「
と
す
る
。
〉
」

の
下
に
「
が

ピ¥
 

f 
¥一



あ
る
場
合
に
は
そ
れ
ぞ
れ
加
算
機
脚
色
額
か
ら
当
蔽
個
別
欠
援
金
額
」
を
加
丸
、

「
に
、
%
絞
連
結
法
人
に
係
る
税
額
調
機
金

額
(
第
一
号
に
掲
ぜ
る
金
額
か
ら
第
二
号
か
ら
第
器
汚
ま
で
に
掲
げ
る
金
額
を
減
算
し
た
金
識
を
い
う
。
)
を
加
算
し
、

は
減
算
し
た
い
を
「
と
減
算
調
整
額
と
を
合
計
し
た
金
額
そ
狩
除
し
た
金
額
又
は
当
該
合
計
し
た
金
額
か
ら
加
算
謂
繋
翻
を

控
除
し
た
」
に
改
め
る
。

第
八
十
一
条
の
十
九
第
一
劇
中
「
(
当
競
連
絡
親
法
人
の
連
結
親
法
人
事
業
年
度
(
第
十
五
条
の
こ
第
-
項
(
連
結
率
業

年
度
の
意
義
)
に
規
症
す
る
連
結
腕
法
人
事
業
年
療
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
及
が
次
現
に
お
い
て
同
じ
。
)
に
限
る
。
)
い

を
制
的
り
、
問
域
第
一
号
中
「
第
三
項
」
そ
「
次
項
及
び
関
ム
ハ
項
」
に
改
め
、

「
が
最
初
連
絡
親
法
人
事
業
年
度
合

の
下
に

「
購
結
親
法
人
の
」
晶
化
加
え
、

「
最
初
の
連
結
親
法
人
事
業
年
度
を
い
う
。
以
下
こ
の
口
づ
い
そ
足
取
初
の
連
結
事
業
年
度
を

日
刊
号
イ
中
「
次
項
及
、
び
第
六
項
」
を
「
以
下
こ
の
条
い
に
改
め
、
四
件
号
ロ
中
叶
支
出
す
べ

き
い
そ
「
そ
む
漆
締
法
人
に
癒
せ
ら
れ
る
」
に
改
め
、
罰
条
第
三
項
を
部
り
、
開
条
第
二
項
中
平
協
項
」
品
化
「
第
一
一
頃
」
に

改
め
、
「
〈
連
結
納
税
義
務
者
)
」
を
間
り
、
「
の
連
結
親
法
人
事
繋
年
度
」
を
「
の
岡
市
唄
の
連
結
事
業
年
度
」
に
、
「
回
刊

号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
時
号
」
を
「
問
問
号
、
前
項
及
び
第
宜
凶
恨
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ら
」
に
改
め
、
時
現
第

い
う
。
以
下
こ
の
条
」
に
改
め
、

一
号
中
「
能
連
結
親
法
人
事
業
年
度
の
い
を
「
当
談
前
謹
結
事
業
年
度
の
」
に
、

「
当
該
前
連
絡
税
法
人
事
業
年
度
」
を

手耳

o 

。


又
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「
出
羽
織
話
連
結
士
事
築
年
震
」
に
改
め
、

「
(
第
十
基
条
の
二
第
…
一
種
の
規
定
の
遊
間
同
を
受
け
る
場
合
に
は
、
問
問
噴
各
号
に
定

め
る
期
隠
の
開
始
の
日
)
い
を
削
り
、
同
等
イ
及
び
口
中
「
連
結
親
法
人
事
業
年
度
い
な
吋
連
結
事
業
年
度
一
」
に
改
め
、
同

項
を
開
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
一
項
の
次
に
次
の
一
明
を
加
え
る
。

前
項
目
的
場
合
に
お
い
て
、
問
項
の
連
絡
親
法
人
の
詞
壌
の
連
結
事
議
年
控
(
最
初
議
結
親
法
人
事
業
年
度
を
除
く
。
〉

館
開
始
の
日
か
ら
向
日
以
後
六
丹
を
経
過
し
た
告
の
前
日
ま
で
の
期
間
内
に
第
盟
条
の
五
第
一
頃
(
連
結
納
税
の
承
認
の
取

摘
し
〉

の
調
窓
に
よ
り
連
純
子
法
人
(
潜
核
連
結
事
業
年
燦
際
結
の
時
に
お
い
て
当
絞
瀧
給
親
法
人
と
の
関
に
連
絡
完
全

支
配
関
係
が
あ
る
も
の
に
毅
る
。
)
は
っ
き
第
四
条
の
ニ
(
連
結
納
税
義
務
者
〉
の
承
認
が
取
り
擬
さ
れ
た
と
き
若
し
く

は
第
四
条
の
五
第
二
項
第
五
号
は
謁
げ
る
事
誕
が
生
じ
た
と
き
又
は
当
該
開
始
の
日
の
前
設
か
ら
当
該
総
議
し
た
日
の
前

日
ま
で
の
期
間
内
に
当
技
連
結
子
法
人
に
つ
き
同
現
擦
問
号
に
掲
げ
る
事
実
(
合
併
ピ
よ
る
解
散
校
総
く
。
)
が
金
じ
た

と
ぢ
若
し
く
は
当
競
開
始
の
白
か
ら
当
該
経
濯
し
た
日
ま
で
の
期
間
内
に
当
該
謹
結
子
法
人
が
合
併
に
よ
り
解
散
を
し
た

と
き
は
、

そ
の
連
結
援
法
人
が
提
出
す
べ
き
当
該
連
結
事
業
年
震
の
連
絡
中
間
申
告
警
に
つ
い
て
時
、
前
項
第
一
号
に
掲

げ
る
金
額
は
、
河
坊
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
一
連
結
確
定
法
人
税
額
か
ら
第
一
時
に
掲
、
げ
る
金
額
を
誠
算
し
、
又
は
連
結

確
定
法
人
説
額
に
第
二
号
民
掲
げ
る
金
額
そ
加
算
し
た
金
織
を
当
該
連
絡
事
業
年
度
の
前
連
結
事
業
年
度
の
月
数
で
除 


